
 

 

物体の運動と力学的エネルギーの関係を調べるために，次のような実験を行った。 

〔実験〕なめらかなレールを用いて図１のような装置をつくり，点Ａから転がした小球の運動のようすを観察し，

小球の速度と，最も高くなる位置を調べた。ＢＣ，ＤＥ間は水平であり，ＣＤ，ＥＦの斜面の傾きは等しく

なっている。また，図２は点Ｂを通過したときからの小球の位置エネルギーと運動エネルギーの変化を表し

たグラフの一部である。ただし，摩擦や空気の抵抗，小球の大きさは考えないものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     小球が，Ｂ点から最も高くなる位置まで運動したときの，位置エネルギーと運動エネルギーの変化を実

線でかきなさい。ただし，位置エネルギーは実線㋐に続いて，運動エネルギーは実線㋑に続いてかきなさ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３のようになめらかな水平面となめらかな曲面からなる経路がある。Ａ点から転がした小球は，途中

の面上をすべりＧ点まで達した。Ａ点，Ｂ点，Ｇ点の水平面ＤＥからの高さは，それぞれｈ，     ，2ｈ

であった。水平面ＤＥを位置エネルギーの基準とし，空気の抵抗や摩擦は無視できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＡＦ間で小球のもつ運動エネルギーの最大値は最小値の何倍か。 
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図１のように，２つの斜面ＡＥ，ＦＧと２つの

水平面ＥＦ，ＧＩがなめらかにつながっている。

台車をＡ点に置いて静かに手を離したところ，台

車は動き始め，面から離れることなくまっすぐに

運動した。図２は，台車のＡ点から水平方向の距

離と，Ａ点からＩ点までの台車のもつ位置エネル

ギーの関係を表したものである。また，Ｈ点での

台車の速さを測定したところ，５m/s であった。

次の問いに答えなさい。 

       

      ⑴ 台車が，Ｈ点を通過してからＩ点を通過するまでに，0.3 秒かかった。Ｈ点とＩ点の間の距離は

何 mか。 

 

      ⑵ この台車の，Ａ点から水平方向の距離と台車のもつ運動エネルギーの関係を表すグラフを，Ａ点

からＩ点までについて図２に実線でかきなさい。 

 

      ⑶ 斜面ＡＥ上のいずれかの点に台車を置いて静かに手を離し，水平面ＥＦ上での台車の速さが５m/s

になるようにしたい。台車を置く点として適切なものはどれか。次のア～エから１つ選びなさい。 

ア Ａ点     イ Ｂ点     ウ Ｃ点     エ Ｄ点 
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